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Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
コ
・
ジ
ェ
ネ
版

で
は
、
今
月
か
ら
「
ガ
ス
で

冷
暖
房
～
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
仕
組
み

を
学
ぼ
う
～
」
の
タ
イ
ト
ル

で
、
技
術
的
な
視
点
か
ら
Ｇ

Ｈ
Ｐ
の
仕
組
み
を
解
説
す
る

連
載
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。
ガ

ス
で
冷
暖
房
が
で
き
る
機
器

の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の

原
理
、
技
術
開
発
に
よ
る
進

化
、
今
後
の
商
品
化
の
課
題

な
ど
を
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
技
術
顧
問
の
安
孫
子

徹
氏
が
解
説
す
る
。
１
回
目

は
「
ガ
ス
冷
暖
房
機
の
種
類

と
原
理
」
を
学
ぶ
。

　【
ガ
ス
冷
暖
房
機
と
そ
の

サ
イ
ク
ル
】

　
ガ
ス
で
冷
暖
房
が
で
き
る

機
器
に
は
、
個
別
分
散
方
式

の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
エ
ア
コ
ン
）
と
セ
ン
ト

ラ
ル
方
式
の
吸
収
冷
温
水
機

が
あ
る
。
冷
房
す
る
た
め
に

は
室
内
に
流
入
す
る
熱
や
室

内
に
存
在
す
る
熱
を
冷
媒
の

気
化
熱
や
冷
水
の
顕
熱
を
利

用
し
て
室
外
に
排
除
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
Ｇ

Ｈ
Ｐ
は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
サ
イ

ク
ル
を
採
用
し
、
冷
媒
搬
送

動
力
用
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に

ガ
ス
を
使
用
す
る
。

　
一
方
、
吸
収
冷
温
水
機
は

吸
収
式
冷
凍
サ
イ
ク
ル
を
採

用
し
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
で
利

用
す
る
水
冷
媒
を
吸
収
し
た

吸
収
液
の
再
生
用
ボ
イ
ラ
ー

に
ガ
ス
を
使
用
す
る
。

　【
各
冷
凍
サ
イ
ク
ル
の
原

理
】

（
１
）
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
サ
イ

ク
ル

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が
採
用
す
る
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
サ
イ
ク
ル
は
圧
縮

機
、
凝
縮
器
、
膨
張
弁
、
蒸

発
器
で
構
成
さ
れ
る
。
圧
縮

機
で
圧
縮
し
た
高
圧
ガ
ス
冷

媒
を
空
冷
に
よ
り
凝
縮
、
高

圧
液
冷
媒
と
し
て
膨
張
弁
に

通
し
低
圧
液
ガ
ス
混
合
冷
媒

に
し
た
後
、
蒸
発
器
（
室
内

機
）
に
送
っ
て
液
を
気
化
さ

せ
て
冷
房
す
る
。
室
内
機
の

機
能
を
蒸
発
器
か
ら
凝
縮
器

に
変
え
て
サ
イ
ク
ル
を
構
成

す
る
と
暖
房
が
で
き
る
。

　
現
行
モ
デ
ル
の
冷
媒
は
Ｒ

４
１
０
Ａ
と
い
う
二
種
混
合

（
Ｒ
１
２
５
、
Ｒ
32
）
の
フ

ロ
ン
冷
媒
を
使
用
し
て
お

り
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
燃
料

に
は
都
市
ガ
ス
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

な
ど
が
使
用
さ
れ
る
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
同
様
に
、
Ｅ
Ｈ

Ｐ
も
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
サ
イ
ク

ル
に
よ
り
冷
房
を
行
う
が
、

そ
の
違
い
は
冷
媒
を
循
環
す

る
圧
縮
機
の
駆
動
方
式
に
あ

り
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
、
Ｅ
Ｈ
Ｐ
は
モ
ー
タ
ー
で

駆
動
す
る
＝
図
１
＝
。

　（
２
）
吸
収
式
冷
凍
サ
イ

ク
ル

　
一
方
、
吸
収
冷
温
水
機
が

採
用
す
る
吸
収
式
冷
凍
サ
イ

ク
ル
は
、
蒸
発
器
、
吸
収

器
、
再
生
器
、
凝
縮
器
で
構

成
さ
れ
る
。
蒸
発
器
で
は
水

冷
媒
を
ほ
ぼ
真
空
下
で
蒸
発

さ
せ
て
発
生
す
る
気
化
熱
で

室
内
機
か
ら
の
循
環
水
を
冷

却
し
て
冷
水
を
作
り
、
こ
れ

を
室
内
機
に
送
り
冷
房
す

る
。
吸
収
器
で
は
蒸
発
器
か

ら
供
給
さ
れ
る
水
蒸
気
を
臭

化
リ
チ
ウ
ム
水
溶
液
で
吸
収

す
る
。
連
続
的
に
吸
収
す
る

と
吸
収
液
は
薄
く
な
り
、
吸

収
能
力
が
低
下
す
る
た
め
、

再
生
器
に
送
ら
れ
る
。
再
生

器
で
は
吸
収
力
が
低
下
し
た

薄
い
吸
収
液
を
水
蒸
気
と
濃

い
吸
収
液
（
臭
化
リ
チ
ウ
ム

水
溶
液
）
に
ガ
ス
熱
源
等
を

使
っ
て
再
生
し
、
水
蒸
気
は

凝
縮
器
に
、
濃
い
吸
収
液
は

吸
収
器
に
送
ら
れ
る
。
凝
縮

器
で
は
再
生
器
で
分
離
し
た

水
蒸
気
を
冷
却
塔
か
ら
の
冷

却
水
で
水
に
戻
し
た
後
、
蒸

発
器
に
水
冷
媒
と
し
て
供
給

さ
れ
、
サ
イ
ク
ル
が
完
成
す

る
。
冷
却
塔
を
サ
イ
ク
ル
か

ら
分
離
し
て
、
こ
の
サ
イ
ク

ル
を
進
行
さ
せ
る
と
暖
房
も

可
能
で
あ
る
＝
図
２
＝
。

　【
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
吸
収
式
の
特

徴
】

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
吸
収
冷
温
水
機

の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、
以

下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
▽
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
特
徴

　（
１
）
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
室
外
機

と
室
内
機
で
構
成
さ
れ
、
加

圧
化
で
サ
イ
ク
ル
が
進
行
す

る
た
め
、
こ
れ
を
構
成
す
る

部
品
、
特
に
熱
交
換
器
を
小

さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
室
外
機
自
体
の
小
型
化

が
可
能
で
あ
る
。

　（
２
）
室
外
機
と
室
内
機

間
の
冷
媒
搬
送
は
圧
縮
機
だ

け
で
で
き
る
た
め
、
他
の
動

力
を
必
要
と
し
な
い
。

　（
３
）
冷
暖
房
の
切
替
え

は
逆
サ
イ
ク
ル
に
す
れ
ば
可

能
で
あ
り
、
リ
モ
コ
ン
か
ら

容
易
に
操
作
で
き
る
。
暖
房

は
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
サ
イ
ク
ル

で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
が
１
以
上
に
な

る
。

　（
４
）
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
ガ
ス
エ

ン
ジ
ン
を
使
用
し
て
い
る
た

め
、
Ｎ
Ｏ
 x
、
排
気
ド
レ

ン
、
騒
音
、
振
動
な
ど
の
環

境
負
荷
へ
の
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

　（
５
）
現
行
モ
デ
ル
Ｇ
Ｈ

Ｐ
の
冷
媒
は
「
Ｒ
４
１
０

Ａ
」
で
Ｏ
Ｄ
Ｐ
（
オ
ゾ
ン
層

破
壊
係
数
）
が
ゼ
ロ
で
あ
る

反
面
、
Ｇ
Ｗ
Ｐ
（
地
球
温
暖

化
係
数
）
が
２
０
９
０
と
高

く
、
低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
化
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

　
▽
吸
収
式
の
特
徴

　（
１
）
吸
収
冷
温
水
機
は

熱
源
機
、
室
内
機
、
循
環
ポ

ン
プ
、
冷
却
塔
で
構
成
さ
れ

る
。
減
圧
化
で
サ
イ
ク
ル
が

進
行
す
る
た
め
、
構
成
機
器

が
大
き
く
な
り
、
熱
源
機
の

小
型
化
を
図
る
の
は
難
し
い

が
、大
型
化
は
容
易
で
あ
る
。

　（
２
）
熱
源
機
と
室
内
機

間
の
冷
水
搬
送
は
循
環
ポ
ン

プ
で
行
う
た
め
、
循
環
用
の

動
力
が
必
要
に
な
る
。
ま

た
、
冷
房
す
る
場
合
、
凝
縮

器
に
冷
却
水
を
供
給
す
る
た

め
の
冷
却
塔
が
必
要
で
あ
る
。

　（
３
）
冷
暖
房
の
切
替
え

は
冷
却
塔
ラ
イ
ン
を
分
離
し

て
行
う
た
め
、
短
時
間
の
切

替
え
操
作
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
暖
房
は
ボ
イ
ラ
ー
サ

イ
ク
ル
に
な
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
が

１
以
下
に
な
る
。

　（
４
）
冷
媒
は
水
を
使
用

し
て
お
り
、
フ
ロ
ン
を
使
用

し
て
い
な
い
た
め
Ｏ
Ｄ
Ｐ
や

Ｇ
Ｗ
Ｐ
の
問
題
は
な
い
。

　（
５
）
吸
収
式
の
冷
房
効

率
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
再

生
器
を
直
列
に
追
加
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
減
圧
化

で
は
三
重
効
用
が
限
界
で
あ

り
、
こ
れ
以
上
の
高
効
率
化

は
難
し
い
。

量
を
２
・
３
㌧
削
減
し
、
業

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
省
エ
ネ

性
を
実
現
し
た
。
　

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
製
品
・

ビ
ジ
ネ
ス
部
門
で
、
真
空
断

熱
ガ
ラ
ス
「
Ｇ
ｌ
ａ
ｖ
ｅ
ｎ

ｉ
ｒ
」
が
最
高
賞
の
経
済
産

業
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。
同

社
が
保
有
し
て
い
る
プ
ラ
ズ

マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
製
造
技
術

を
活
用
し
、
業
界
最
高
ク
ラ

ス
の
熱
貫
流
率
０
・
58
㍗
／

平
方
㍍
ケ
ル
ビ
ン
を
、
ト
リ

プ
ル
ガ
ラ
ス
の
４
分
の
１
の

厚
さ
で
実
現
し
た
真
空
断
熱

ガ
ラ
ス
で
、
業
務
用
冷
蔵
・

冷
凍
シ
ョ
ー
ケ

ー
ス
へ
の
提
供

や
、
住
宅
・
非

住
宅
建
材
と
し

て
一
層
の
普
及

が
期
待
さ
れ
る

製
品
だ
。

　
同
部
門
で
は

同
社
空
調
冷
熱

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
末
、
「
２
０
２
０
年
度
省
エ
ネ
大
賞
」
の
受
賞
者
を
決
定
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
事
業
環
境
が
制
限
さ
れ
た
な
か
で
、
前
年
度
を
上

回
る
１
１
０
件
以
上
の
応
募
が
あ
り
、
省
エ
ネ
事
例
部
門
27
件
、
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
29
件
の

受
賞
を
決
定
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｐ
関
係
で
は
大
手
都
市
ガ
ス
３
社
（
東
京
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
、
東
邦
ガ

ス
）
と
Ｇ
Ｈ
Ｐ
メ
ー
カ
ー
３
社
（
ア
イ
シ
ン
精
機
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
）
が
、
超
高
効
率
「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ
グ
ゼ
ア
Ⅲ
」
で
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た
。

ア
イ
シ
ン
精
機
製

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製

ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
製

安孫子徹氏

Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
吸
収
式
の
違
い

２
つ
の
冷
凍
サ
イ
ク
ル

図１　吸収式冷凍サイクル（吸収冷温
水機）

図２　ヒートポンプサイクル（ＧＨＰ）

省
エ
ネ
セ
ン
タ
ー

会
　
　
長
　
　
賞 

Ｚ
Ｅ
Ｂ
事
例
な
ど

２
部
門
４
件
で
受
賞

ダイキン

信
頼
と
実
績
積
み
重
ね

Ｇ
Ｈ
Ｐ
発
売
35
周
年

パ　　ナ
ソニック

Ｇ 

Ｈ 

Ｐ


年
出
荷 

特
需
反
動
と
コ
ロ
ナ
で

17.6
％
減
の
３
万
994
台

2020年のＧＨＰ出荷実績
［容量別出荷台数］
容量／㏋ ＬＰガス仕様

（前年比）
都市ガス仕様
（前年比） 合　計

３～５
126 871 997 

（70.8％） (77.6％） （76.6％）

６～10
909 3,398 4,307 

（86.1％） （97.7％） （95.0％）

11～30
5,593 20,097 25,690 

（81.6％） （80.6%) （80.8％）

合 計
6,628 24,366 30,994 

（81.9％) （82.5％） （82.4％）

［馬力&kW］
ＬＰガス仕様
（前年比）

都市ガス仕様
（前年比） 合　計

馬力
123,049.5 460,237.0 583,286.5 
（78.4％） (79.7％) (79.4％)

kW
345,369.0 1,293,629.6 1,638,998.6 
（78.4％） （79.6％） （79.4％）

　
２
０
２
０
年
１
～
12
月
の

Ｇ
Ｈ
Ｐ
年
間
出
荷
は
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
仕
様
機
が
６
６
２
８
台

（
前
年
比
18
・
１
％
減
）
で

12
万
３
０
４
９
・
５
馬
力

（
同
21
・
６
％
減
）、
都
市

ガ
ス
仕
様
機
が
２
万
４
３
６

６
台
（
同
17
・
５
％
減
）
で

46
万
２
３
７
馬
力
（
同
20
・

た
。
三
洋
電
機
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｐ

開
発
の
技
術
と
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
今
日
に
至
る
ま
で
信

頼
と
実
績
を
積
み
重
ね
て
い

る
。

　
同
社
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
歴
史
を
遡

る
と
１
９
８
５
年
４
月
、
業

界
に
先
駆
け
て
Ｇ
Ｈ
Ｐ
（
ビ

ル
用
マ
ル
チ
Ａ
形
）
を
発
売

し
た
。
２
０
０
１
年
に
Ｇ
Ｈ

Ｐ
と
し
て
Ｗ
マ
ル
チ
（
Ｈ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
事
業
部

も
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
で
蓄
熱
＆

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
対
応
可
能
な

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
で
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

　
省
エ
ネ
事
例
部
門
で
は
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ア
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
社
キ
ッ
チ
ン
空
間
事
業
部

の
加
東
工
場
が
、
工
場
長
を

ト
ッ
プ
と
し
た
省
エ
ネ
推
進

体
制
を
再
構
築
し
て
大
幅
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
を
実
現
し

た
事
例
が
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
長
官
賞
を
受
賞
。
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
Ｓ
Ｐ
Ｔ
社
も
配
線
用

配
管
器
具
製
造
工
場
の
省
エ

ネ
を
実
現
し
た
事
例
で
省
エ

た
こ
と
が
要
因
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
は
特
需
前
年
の
出
荷

実
績
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と

で
も
明
ら
か
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
販

売
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

た
だ
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
初
期
提

案
か
ら
採
用
ま
で
に
時
間
差

が
あ
る
た
め
、
影
響
が
出
荷

実
績
に
顕
著
に
表
れ
る
の
は

去
年
の
実
績
で
は
な
く
今
年

か
ら
に
な
る
。

　
１
月
の
出
荷
実
績
は
１
７

５
６
台
（
前
年
同
月
比
31
・

３
％
減
）、
３
万
２
６
２
７

馬
力
（
同
35
・
８
％
減
）

で
、
ガ
ス
種
別
で
は
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
仕
様
機
は
４
６
８
台
（
同

13
・
３
％
減
）、
８
５
５
８

馬
力
（
同
23
・
７
％
減
）、

都
市
ガ
ス
仕
様
機
は
１
２
８

８
台
（
同
36
・
１
％
減
）、

２
万
４
０
６
９
馬
力
（
同
39

・
２
％
減
）。
２
０
２
０
年

度
（
20
年
４
月
～
21
年
３

月
）
の
出
荷
は
２
万
８
千
台

程
度
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　（
４
～
12
月
）

　
ア
イ
シ
ン
精
機
（
２
日
）

　
連
結
売
上
収
益
２
兆
５
０

４
４
億
８
９
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
12
・
８
％
減
）、

営
業
利
益
４
９
３
億
７
２
０

０
万
円
（
同
36
・
０
％
減
）、

税
引
前
利
益
６
３
５
億
６
３

０
０
万
円
（
同
25
・
９
％

減
）
、
利
益
３
９
０
億
９
３

０
万
円
（
同
16
・
２
％
減
）

と
な
っ
た
。
第
１
四
半
期
の

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
減
収
減

益
と
な
っ
た
。

　
10
～
12
月
の
３
カ
月
は
、

主
要
市
場
で
の
需
要
急
回
復

に
加
え
、
原
価
低
減
の
強

化
、
構
造
改
革
に
よ
る
固
定

費
削
減
で
、
売
上
収
益
・
営

業
利
益
と
も
四
半
期
と
し
て

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
通

期
予
想
は
売
上
収
益
３
兆
４

５
０
０
億
円
、
営
業
利
益
１

千
億
円
、
利
益
６
０
０
億
円

に
上
方
修
正
し
た
。

　
ダ
イ
キ
ン
工
業
（
９
日
）

　
連
結
売
上
収
益
１
兆
８
４

１
７
億
３
１
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
５
・
６
％
減
）、

営
業
利
益
１
９
４
５
億
６
０

０
万
円
（
同
11
・
２
％
減
）、

経
常
利
益
１
９
５
８
億
１
千

万
円
（
同
12
・
６
％
減
）、

利
益
１
２
８
７
億
４
千
万
円

（
同
13
・
０
％
減
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
な
か
、

主
力
の
空
調
事
業
で
は
住
宅

用
の
需
要
拡
大
や
換
気
・
空

気
清
浄
商
品
の
販
売
強
化
に

よ
り
、
10
～
12
月
の
３
カ
月

間
は
、
増
収
・
増
益
を
達
成

し
、
過
去
最
高
の
売
上
高
・

営
業
利
益
と
な
っ
た
。
通
期

予
想
は
売
上
高
２
兆
４
６
０

０
億
円
、
営
業
利
益
２
３
２

０
億
円
、
経
常
利
益
２
３
２

０
億
円
、
利
益
１
５
０
０
億

円
に
上
方
修
正
し
た
。

形
）
化
を
果
た
し
、
03
年
に

ハ
イ
パ
ワ
ー
マ
ル
チ
（
Ｊ

形
）
を
発
売
し
た
。
04
年
に

は
い
ち
早
く
冷
媒
を
Ｒ
４
１

０
Ａ
化
し
、
翌
05
年
に
ハ
イ

パ
ワ
ー
エ
ク
セ
ル
（
Ｋ
１

形
）
を
発
売
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た

11
年
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
業
界
を
牽

引
し
て
き
た
エ
グ
ゼ
ア
シ
リ

ー
ズ
と
、
太
陽
光
発
電
を
活

用
す
る
ソ
ー
ラ
ー
リ
ン
ク
エ

ク
セ
ル
（
Ｍ
形
）
を
上
市
し

た
。
震
災
の
翌
12
年
に
は
、

災
害
対
策
に
強
い
力
を
発
揮

す
る
電
源
自
立
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
エ

ク
セ
ル
プ
ラ
ス
（
Ｓ
１
形
）

を
発
売
し
て
い
る
。
そ
の
後

15
年
の
エ
グ
ゼ
ア
Ⅱ
（
Ｔ

形
）
発
売
を
経
て
、
昨
年
に

待
望
の
最
新
機
エ
グ
ゼ
ア
Ⅲ

（
Ｕ
形
）
を
発
売
し
た
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
産
機
シ
ス

テ
ム
ズ
（
本
社
・
東
京
、
稲

継
哲
章
社
長
）
は
、
11
月
か

ら
取
引
先
な
ど
約
２
０
０
社

に
、
35
周
年
の
記
念
品
と
し

て
ク
リ
ス
タ
ル
製
の
楯
型
温

湿
度
計
＝
写
真
＝
を
贈
呈
し

た
。
　

気
機
器
。
搭
載
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
装
置
に
よ
っ
て
室

内
の
熱
や
湿
度
を
排
気
せ
ず

に
室
内
に
戻
せ
る
た
め
、
省

エ
ネ
性
が
高
い
。
既
存
店
舗

に
後
付
け
可
能
で
、
天
井
裏

に
設
置
す
る
従
来
機
器
に
比

べ
工
事
が
容
易
で
小
規
模
店

舗
向
け
の
換
気
機
器
と
し
て

評
価
さ
れ
た
。

　「
省
エ
ネ
で
快
適
な
空
調

環
境
を
提
供
す
る
プ
ロ
ダ
ク

ト
　
ア
ズ
　
ア
　
サ
ー
ビ
ス

事
業
」（
ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ

ク
ノ
、
エ
ア
ア
ズ
ア
サ
ー
ビ

ス
と
協
業
）
は
、
顧
客
に
最

適
な
機
器
の
選
定
か
ら
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
・
運
用
管
理
ま
で

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す

る
メ
ー
カ
ー
主
導
型
の
空
調

総
合
サ
ー
ビ
ス
事
業
。
省
エ

ネ
性
の
高
い
空
調
シ
ス
テ
ム

を
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
方

式
で
提
供
し
、
顧
客
の
負
担

コ
ス
ト
を
削
減
で
き
省
エ
ネ

機
器
の
普
及
を
促
進
す
る
。

　
ダ
イ
キ
ン
工
業
は
20
年
度

省
エ
ネ
大
賞
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
会
長
賞
を
省
エ
ネ

事
例
部
門
２
件
、
製
品
・
ビ

ジ
ネ
ス
部
門
２
件
の
合
計
４

件
で
受
賞
し
た
。

　
省
エ
ネ
事
例
部
門
で
受
賞

し
た
「
省
エ
ネ
診
断
を
起
点

に
実
現
し
た
既
築
テ
ナ
ン
ト

ビ
ル
の
普
及
型
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」

（
穴
吹
興
産
、
ダ
イ
キ
ン
Ｈ

Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
中

四
国
と
協
業
）
は
、
築
30
年

以
上
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
で

「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
　
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
」

を
達
成
し
た
国
内
初
の
事
例

だ
。
空
調
容
量
の
最
適
化
と

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
窓
の
断

熱
性
の
向
上
を
行
い
、
遠
隔

監
視
に
よ
る
運
用
改
善
を
実

施
し
て
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
計
算
対
象

の
１
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
約
68
％
減
少
さ
せ
た
。

　
も
う
一
つ
は
「
老
人
福
祉

施
設
に
お
け
る
運
用
改
善
に

よ
る
省
エ
ネ
実
践
」（
白
百

合
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

恩
方
ホ
ー
ム
と
協
業
）。
消

費
電
力
の
見
え
る
化
と
空
調

設
備
、
照
明
設
備
を
改
修

し
、
入
居
者
の
快
適
性
を
保

ち
な
が
ら
、
大
幅
な
省
エ
ネ

を
実
現
し
た
。

　
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
で

受
賞
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収
装
置
付
き
追
加
換
気
機
器

（
Ｖ
Ａ
Ｈ
２
５
０
Ｈ
Ｓ
）」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
を

背
景
に
開
発
し
た
換
気
と
省

エ
ネ
を
同
時
に
実
現
す
る
換

　
エ
グ
ゼ
ア
Ⅲ
は
空
調
負
荷

に
応
じ
た
エ
ン
ジ
ン
の
最
適

運
転
や
熱
交
換
器
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
な
ど
に
よ
り
機
器
自

体
の
性
能
を
向
上
さ
せ
、
運

用
上
の
細
か
な
制
御
を
付
加

し
て
、
従
来
機
に
対
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
平
均

10
％
向
上
。
Ｅ
Ｈ
Ｐ
を
上
回

る
Ａ
Ｐ
Ｆ
ｐ
（
通
年
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
）
２
・
09
以
上
を

達
成
し
た
。
さ
ら
に
、
機
能

を
向
上
さ
せ
な
が
ら
コ
ン
パ

ク
ト
化
・
軽
量
化
を
図
り
設

置
性
を
向
上
さ
せ
た
こ
と

で
、
旺
盛
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

物
件
や
既
築
建
物
へ
の
導
入

を
容
易
に
し
た
。

　
ア
イ
シ
ン
精
機
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ

エ
グ
ゼ
ア
Ⅲ
の
ほ
か
、
家
庭

用
固
体
酸
化
物
形
燃
料
電
池

「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
ｔ
ｙ
ｐ
ｅ

Ｓ
」
で
、
製
品
・
ビ
ジ
ネ
ス

部
門
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
会
長
賞
を
受
賞
し
た

（
大
阪
ガ
ス
、
大
阪
ガ
ス
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ノ
ー
リ

ツ
、
リ
ン
ナ
イ
、
パ
ー
パ

ス
、
京
セ
ラ
共
同
受
賞
）
。

同
製
品
は
発
電
効
率
55
％
を

達
成
し
て
お
り
、
１
世
帯
当

た
り
の
年
間
の
Ｃ
Ｏ

排
出

３
％
減
）
と
な
っ
た
。
両
仕

様
機
合
計
で
は
３
万
９
９
４

台
（
同
17
・
６
％
減
）
の
58

万
３
２
８
６
・
５
馬
力
（
20

・
６
％
減
）
だ
っ
た
。

　
去
年
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
出
荷
台
数

の
減
少
は
、
公
立
小
中
学
校

普
通
教
室
空
調
化
工
事
の
特

需
が
３
月
ご
ろ
に
一
段
落
し

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
（
本
社
・

門
真
市
、
津
賀
一
宏
社
長
）

の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が
、
２
０
２
０
年

度
に
発
売
35
周
年
を
迎
え

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

を
受
賞
し
た
。

「
エ
グ
ゼ
ア
Ⅲ
」
、
エ
ネ
庁
長
官
賞

高
効
率
と
設
置
性
が
高
評
価

2020年度省エネ大賞

～ＧＨＰの仕組みを学ぼう～①

「ガスで冷暖房」


